
【SCP─910─JP】私の個性は「道路標識」だったのに

シンボル



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
タ
イ
ト
ル
が
全
て
で
す

　
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
た
い
の
に
両
親
や
民
衆
を
大
量
虐
殺
し
ち
ゃ
っ
て
た
こ
と

が
判
明
し
た
と
き
の
気
持
ち
を
４
０
０
０
字
以
内
で
述
べ
よ

　
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｐ
の
軍
事
利
用
な
ん
て
大
抵
ろ
く
な
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
ね
、
し
ょ

う
が
な
い
ね
（
愉
悦
）

　　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
＿
ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
表
示
─

継
承
３
．
０
ラ
イ
セ
ン
ス
作
品
で
す
（
Ｃ
Ｃ
─
Ｂ
Ｙ
─
Ｓ
Ａ
３
．
０
）

　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ
．
ｏ
ｒ
ｇ
／
ｌ
ｉ
ｃ

ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
ｓ
／
ｂ
ｙ
─
ｓ
ａ
／
３
．
０
／
ｄ
ｅ
ｅ
ｄ
．
ｊ
ａ
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事
件
記
録
２
７
１
５
６
７
Ｊ
Ｐ
─
１

　　
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。

　
災
害
現
場
を
中
継
し
て
い
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
何
か
に
強
襲
さ
れ
、
為
す
す
べ

も
な
く
墜
落
し
て
い
く
。

「
う
…
…
…
、
ぁ
?
」

　
助
け
を
求
め
る
子
供
の
声
が
崩
れ
た
ビ
ル
の
下
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

　
救
出
に
秀
で
た
ヒ
ー
ロ
ー
は
真
っ
先
に
捕
食
さ
れ
、
即
座
に
同
僚
を
そ
の
場
に

呼
び
寄
せ
た
。
青
年
の
声
、
捕
食
。

　
叫
び
声
を
響
き
渡
ら
せ
な
が
ら
白
い
怪
物
が
包
囲
網
を
突
破
し
、
都
心
を
目
掛

け
て
侵
攻
し
て
い
く
。
憎
悪
、
危
険
察
知
。
平
和
の
象
徴
の
必
殺
技
が
炸
裂
す

る
。
再
生
。
連
鎖
。
捕
食
の
連
鎖
。
怪
物
の
目
撃
者
は
全
国
に
広
が
っ
た
。
変

声
、
誘
引
、
老
人
の
声
。
警
戒
か
ら
外
れ
た
彫
刻
が
す
べ
て
を
捻
り
殺
す
。
赤
い

皮
膚
の
獣
が
、
群
れ
が
、
愚
か
に
も
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
を
喰
ら
う
。
そ

れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
間
は
、被
災
者
の
救
出
を
諦
め
た
。
再
生
、炸
裂
、再

生
。
耳
だ
ら
け
の
死
体
。
死
体
。
黒
死
病
。
無
防
備
な
民
衆
に
白
い
魔
の
手
が

走
り
寄
る
。
粘
液
、
腐
敗
。
腐
食
。
全
身
が
ひ
び
割
れ
た
犠
牲
者
が
異
次
元
に
引

き
ず
り
込
ま
れ
た
。
子
供
た
ち
の
泣
き
声
。
そ
れ
で
も
と
向
か
っ
て
行
っ
た
英

雄
は
、
無
惨
に
も
喰
い
殺
さ
れ
た
。
ペ
ス
ト
治
療
。
徘
徊
す
る
死
体
の
群
れ
。
紅

星
た
る
。
中
継
、
撃
墜
、
認
識
災
害
。
既
に
、
目
撃
者
は
億
を
超
え
て
い
た
。

「
ぁ
、
…
…
ひ
ろ
…
」

　
死
体
。
偶
然
に
も
む
て
き
の
か
た
な
を
手
に
し
た
英
雄
は
、
個
性
も
使
わ
ず
消

し
飛
ん
だ
。
補
助
標
識
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
。
突
如
と
し
て
激
戦
地
の
ど
真
ん
中

に
出
現
し
た
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
た
だ
の
椅
子
。
星
眼
た
る
。
あ
か
し
け
。
警

告
、
警
戒
、
変
貌
。
象
徴
が
爬
虫
類
を
消
し
飛
ば
す
。
人
々
。
再
生
、
再
生
。
破

壊
不
能
な
変
成
岩
。
蘇
生
し
た
戦
闘
兵
器
は
殺
戮
を
繰
り
返
し
、
象
徴
の
喉
元
に

原
始
的
凶
器
を
振
り
下
ろ
す
。
人
人
人
。
何
で
も
な
か
っ
た
パ
イ
プ
椅
子
が
、
つ

い
に
正
体
を
現
し
た
。
警
戒
、
上
乗
せ
、
高
速
移
動
。
胎
児
、
愛
く
る
し
い
熊
の

人
形
だ
。
銀
の
弾
丸
は
こ
こ
に
は
な
い
。
爆
発
音
、
視
線
誘
引
、
彫
刻
。
人
々
は

恐
怖
し
、
恐
怖
達
は
真
の
恐
怖
を
学
ん
だ
。
瞬
間
移
動
、
再
生
、
蘇
生
、
憎
悪
、
擬

態
、
咆
哮
、
巨
躯
、
捕
食
。
人
人
人
人
、
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
。
情
報
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災
害
。
緋
を
司
る
神
鳥
が
現
実
世
界
に
君
臨
す
る
。
再
生
、
蘇
生
、
再
生
、
蘇
生
。

未
来
あ
る
ヒ
ー
ロ
ー
の
心
臓
が
引
き
抜
か
れ
る
。
影
が
、
溶
け
る
。
死
体
。
死

体
。
死
体
。

　
死
体
。

　
粘
性
を
持
っ
た
、
緑
色
の

「
…
…
。
ま
、
し
　
ろ
…
…
ご
め
ん
、
ね
」

「
だ
め
な
、
お
か
あ
さ
ん
で
…
…
」

　
混
乱
は
世
界
中
に
広
が
っ
た
。

　
悪
意
の
奔
流
は
、
た
っ
た
一
本
の
標
識
か
ら
。

　
オ
ー
ル
マ
イ
ト
で
も
敵
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、
民
衆
に
戦
慄
を
抱
か
せ
た

化
け
物
は
そ
の
通
り
の
力
を
得
た
。

　
幼
児
の
死
体
を
震
源
に
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
悪
夢
が
地
平
線
を
侵

食
し
た
。

　「
だ
け
、
ど
…
…
そ
れ
で
も
、
わ
た
し
っ
　
が
…
…
」

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
。

　
─
─
─
─
─
─
。

　
─
─
。

　　　
小
さ
な
破
砕
音
が
あ
っ
た
。

　
飛
び
散
る
火
花
に
、
薄
い
金
属
が
ひ
し
ゃ
げ
る
音
。

　　　
当
該
地
域
。
民
間
人
生
存
者
１
名
。

消
輝
守
白

け
て
る
ま
し
ろ

　
名
を
、

。

　
彼
は
つ
い
ぞ
、
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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